
不妊治療をした、または考えている男女の96％が、 『仕事と不妊治療
の両立』を困難と感じ、5人に 1人が退職しています。

（不妊白書 2018当事者5526人の声から見えた「仕事と不妊治療の両立JNPO法人 Fine)

あなたの周りにもいます
『不妊症』とは、1年以上、定期的に性交を持ちながら妊娠しない場合をいいます。
※定期的 ：週2~3回がめやす

不妊検査や治療を

受けた夫婦ぱ・・ 5.5絹に1組 雷翌誓讐によって 約20人に1人
（国立社会保障、人口問題研究所「2015年社会保障・人口問題基本構造」による） （生殖補助医療による出生児数： 日本産科婦人科学会 fARTデータブック (2015

年）、全出生児数 ：厚生労働省「平成27年(2015)人口動態統計の年間推計による）

• 不妊治療をしていることを知られたくないため

に、仕事を辞めたリ、正社員からパートになる人

もいます。

• 女性だけではなく、男性も通院が必要な場合があ

ります。

• 不妊治療は、治療方法や個人の状態によって通院

回数も異なり、予定が立てにくい治療です。

• 治療の影響で、 体調不良になることもあリます。

●治療は、何年もかかることがあリます。

例えば…

・上司に不妊であることを話さなくても、休みを取れる

・有給休暇等の制度を活用し、柔軟に休みを取れる

（時間単位での休暇など）

・フレックスタイムで勤務時間の調整ができる

・柔軟にシフト変更ができる など
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